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阿實 翔太
（あざね しょうた）

医療技術部
診療放射線技術部門
診療放射線技師

　診療放射線技師は、主に医師の指示の下
で、放射線などを用いた検査や、治療を行う
医療技術者です。具体的な検査・治療とし
ては、健康診断などでおなじみのレントゲ
ン検査やCT、マンモグラフィなどといった
放射線を使う検査のほかに、磁石と電波を
使ったMRIなどの検査、がん治療に用いる
放射線治療があります。
　今回ご紹介する阿實技師は、徳島大学病
院に入職して14年、現在核医学検査を担当
しており、核医学専門技師の資格を取得し
ています。核医学検査はアイソトープ検査、
RI検査とも呼ばれるもので、特定の臓器や
組織に集まる放射性医薬品のうち目的に応
じたものを患者さんに投与して、そこから
出される放射線をガンマカメラやPET－
CTで撮影し、病気の診断に利用します。
　核医学検査は、放射線性医薬品を身体の
中に接種することになるため、患者さんの中

には放射線の影響について不安に思われる
方もいらっしゃいます。阿實さんは、患者さ
んからそうした質問を受けた際に、少しでも
不安を取り除けるよう分かりやすく、丁寧な
説明を心がけています。また、検査に用いる
ガンマカメラやPET－CTについて、閉所恐
怖症などの理由から、検査を不安に思われる
患者さんには、事前に撮影機器を確認してい
ただくなどの対応もされているそうです。
　検査後、診療放射線技師は、撮影した画像
について、医師が診断を行う際に適したも
のとなるよう画像処理を行います。この時
の処理加減によっては、診断が困難になっ
たり、誤診に繋がったりする恐れがあるた
め、知識と経験が必要です。
　お話しの最後に、阿實技師から今後の目
標について、「知識と経験を更に深め、最適
な画像を提供していけるように努めていき
たい」とお話しいただきました。

核医学の
スペシャリスト
として

　令和４年４月から耳鼻咽喉科・頭頸部外科長を拝命いたしま
した。当科は、コミュニケーションに必要な聴覚と音声言語、生
命を維持するための呼吸、嚥下、平衡機能、そして生活の質を豊
かにする味覚、嗅覚など多くの重要な機能が集まる耳、鼻、のど
の診療を担当しています。また頭頸部のがんに対して命を守る
診療を行っています。これからも世界標準の治療とロボット手
術や光免疫療法などの最新の治療を安心安全に提供していきた
いと考えています。どうぞよろしくお願い申し上げます。

耳鼻咽喉科・
頭頸部外科長

北村 嘉章
（きたむら よしあき）

Mail　request@kkelan.com

東証一部上場（証券コード：6099）

TEL　0263-29-2680（9：00~17：00） ∼

入院日用品レンタルサービス『CSセット』専門企業

『CSセット』とは？
　入院時に必要となる日用品やおむつ、タオル類、
　衣類等を洗濯付きでレンタルできるサービスです。

お問い合わせはこちらから
特別個室に入室をご希望の方は担当医にご相談ください。特別個室に入室をご希望の方は担当医にご相談ください。
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特別個室
11階西病棟

現在、開発中の医薬品の候補（治験薬）あるいは医療機器を用いた治験を、以下の病気を対象に実施しています。
参加いただいた患者さんにおけるデータを集め、有効性や安全性を確認して医薬品や医療機器としての「承認」を
得ることが治験の目的ですが、参加いただいた患者さんにとって良い効果をもたらす場合もあります。まずは、よく
情報を得ていただきたいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。

●肺癌
●腎細胞癌
●肝細胞癌
●筋層浸潤性膀胱癌
●多発性骨髄腫
●小児2型糖尿病

●転移性去勢抵抗性前立腺癌
●てんかん
●統合失調症
●間質性膀胱炎
●心臓リハビリテーションの
　適応となる心疾患

●ALS（筋萎縮性側索硬化症）
●慢性線維化性間質性肺疾患
●慢性炎症性脱髄性多発神経炎（CIDP）
●ALアミロイドーシス
●多巣性運動ニューロパチー（MMN）

治験を実施しています

ちけん君は
日本医師会治験
促進センターの
キャラクターです。

問合せ：総合臨床研究センター
tel.088-633-9294


